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佐
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佐
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宿
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手
麻
呂
命
　
相
殿
応
神
天
皇

〔
宮
司
〕
小
森
成
彦

〔
由
緒
沿
革
〕
垂
仁
天
皇
の
皇
子
鐸
石

別
命
の
玄
孫
弟
彦
王
が
軍
功
に
よ
り

磐
梨
県
に
封
ぜ
ら
れ
入
居
治
政
、
一

族
大
い
に
蕃
衍
し
、
本
神
社
は
鐸
石
別

遠
祖
を
祭
神
と
す
る
和
気
氏
の
氏
神

で
あ
る
。
も
と
、
和
気
宮
又
、
大
内
大

明
神
と
称
し
た
。
天
正
十
九
年
現
地
に

奉
遷
、
文
禄
二
年
に
猿
目
神
社
と
改
称

し
た
。
明
治
四
十
二
年
六
月
、
鐸
石
別

命
に
清
麿
公
外
三
柱
を
加
え
、
更
に
国

造
神
社
を
合
祀
し
て
、
大
正
三
年
和
気

神
社
と
復
称
し
た
。
大
正
八
年
応
神

天
皇
を
相
殿
と
し
県
社
に
列
し
た
。
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謹
ん
で
輝
か
し
い
平
成
九
年
の
新

春
を
迎
え
先
ず
以
っ
て
、
聖
寿
の
万

歳
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、

そ
し
て
県
内
各
神
社
社
頭
の
御
神
威

昂
揚
と
、
神
職
氏
子
崇
敬
者
各
位
の

御
健
勝
を
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
神
社
本
庁
同
様
当
庁
も
、

設
立
五
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
物
故

者
慰
霊
祭
を
執
行
し
、
喜
び
を
頒
か

ち
あ
う
と
と
も
に
、
先
人
の
大
変
な

苦
衷
を
偲
び
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
神
社

神
道
の
未
来
を
指
向
し
な
が
ら
、
稽

古
照
今
益
々
祭
祀
の
厳
修
に
勤
め
、

斯
道
の
興
隆
の
た
め
に
力
を
傚
す
べ

く
、
心
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
新
年
に
あ
た
り
向
後
一

層
格
段
の
御
尽
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

年
々
歳
々
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年

こ
そ
平
穏
な
最
良
の
年
で
あ
る
よ
う

に
と
祈
り
な
が
ら
、
昨
年
も
年
開
け

と
と
も
に
北
海
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
大

事
故
・
O-

一
五
七
に
よ
る
多
数
の

食
中
毒
・
薬
害
エ
イ
ズ
問
題
等
々
枚

挙
に
遑
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

よ
く
も
こ
れ
ほ
ど
不
祥
事
が
続
発
す

る
も
の
だ
と
驚
嘆
す
る
ほ
ど
、
ニ
ュ

ー
ス
に
事
欠
か
な
い
、
い
ろ
ん
な
不

祥
事
が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
ま
し

た
。
就
中
官
僚
の
ト
ッ
プ
が
収
賄
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
、
将
に
道

義
が
地
に
墜
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

高
級
官
僚
も
知
識
偏
重
で
、
昔
の
よ

う
に
知
識
だ
け
で
な
く
物
の
価
値
観

を
叩
き
込
む
教
育
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
昨
今
の
世

相
で
あ
り
、
そ
し
て
今
年
か
ら
中
学

生
の
、
教
科
用
図
書
に
事
も
あ
ろ
う

に
、
事
実
に
反
す
る
「
従
軍
慰
安
婦
」

な
る
記
述
が
載
っ
た
も
の
が
使
用
さ

れ
る
と
い
う
、
文
部
官
僚
は
一
体
何

を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
に
自
虐
的
思
想
を
脳
裏
に
刻
み

込
も
う
と
し
て
、
一
体
次
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
が
出
来
る
と
思

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
愛
国
心

が
芽
生
え
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
法
務
省
は

日
本
の
美
し
い

家
族
制
度
の
崩

壊
に
つ
な
が
る

よ
う
な
、
夫
婦

別
氏
（
姓
）
導

入
の
民
法
改
正

法
案
を
国
会
に

提
出
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
も

よ
く
判
断
し
て

対
処
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
所
懐

の
一
端
を
披
瀝
し
て
年
頭
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
年

が
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
念
じ
御
多
祥
で
神
明
奉
仕

の
ほ
ど
を
念
じ
ま
し
て
年
始
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
十
三
日
午

後
一
時
半
よ
り
岡
山

県
い
さ
お
会
館
に
於

い
て
、
協
議
員
三
十

九
名
出
席
の
下
、
平

成
八
年
臨
時
協
議
委

員
会
が
開
催
さ
れ

た
。議

場
に
て
、
午
前

中
の
役
員
会
で
決
定

さ
れ
た
、
吉
備
津
神

社
、
藤
井
敬
宮
司
の

神
社
本
庁
評
議
員
退
任
報
告
の
後
、

各
議
案
が
左
記
の
通
り
提
出
さ
れ
、

全
案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

「
議
案
」

第
一
号
　
感
謝
状
申
請
料
改
定
の
件

（
報
告
）

第
二
号
　
職
員
厚
生
貸
付
金
内
規
の

一
部
改
定
の
件

第
三
号
　
平
成
七
年
度
岡
山
県
神
社

庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

第
四
号
　
平
成
七
年
度
岡
山
県
神
社

庁
別
途
会
計
収
支
決
算

第
五
号
　
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録

第
六
号
　
岡
山
県
神
社
庁
の
規
則
を

一
部
変
更
す
る
件

第
七
号
　
神
社
本
庁
評
議
員
選
任
に

つ
い
て

昨
年
度
ま
で
は
、
一
年
遅
れ
で
報

告
さ
れ
て
い
た
決
算
が
、
こ
の
席
に

報
告
さ
れ
た
。

決
算
報
告
の
後
、
神
社
庁
規
則
の

一
部
を
変
更
す
る
規
則
案
が
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
規
則
変
更
は
、
以
前
よ

り
物
品
を
斡
旋
し
て
い
た
が
、
近
年

斡
旋
品
目
も
多
様
化
し
そ
れ
に
伴
う

手
数
料
も
多
額
と
な
っ
て
来
た
。
こ

の
ま
ま
、
物
品
斡
旋
を
続
け
る
と
非

営
利
事
業
と
し
て
の
範
囲
に
納
め
る

事
が
困
難
と
な
り
、
今
回
規
則
を
変

更
し
収
益
事
業
と
し
て
、
区
別
す
る

よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶

岡
山
県
神
社
庁
長
　
　
湯
浅
　
正
敬

平  成  8  年 

臨時協議委員会 

開 催 さ れ る 
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平成7年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計決算書  
平成7年7月1日～平成8年6月30日 

歳入総額　　　58,180,268円也 
歳出総額　　　55,774,549円也 
差引残額　　　  2,405,719円也 
　　　　　　　　（次年度へ繰越） 

Ⅰ神 饌 及 幣 帛 料 

　１本 　 庁 　 幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　１本 庁 交 付 金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄 　 付 　 金 

Ⅴ諸 　 収 　 入 

　１諸 　 収 　 入 

　（１預 金 利 子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借 　 入 　 金 

　１借 　 入 　 金 

Ⅷ繰 　 入 　 金 

　１繰 　 入 　 金 

Ⅸ繰 　 越 　 金 

　１繰 　 越 　 金 

　歳 入 合 計 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神　　事　　費 

　１神殿奉斎費 

Ⅲ会 　 議 　 費 

　１会 　 議 　 費 

　（１役 員 会 費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

Ⅳ事 務 所 費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸 　 　 給） 

　（２報 　 　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委 員 手 当） 

　（５管理職手当） 

　２雑 　 　 給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶 養 手 当） 

　（３傭 人 費） 

　（４通 勤 手 当） 

　３庁 　 　 費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消 耗 品 費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑 　 　 費） 

　４旅 　 　 費 

　（１旅 　 　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教 化 事 業 費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　（４青少年対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各 種 補 助 金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（１０検定講習会補助金） 

　（１１地区大会援助金） 

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 
　３庁舎建設資金 
　　積 　 立 　 金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅷ表 彰 並 慶 弔 費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸 会 議 派 遣 費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保 　 険 　 料 

　（１火災保険料） 

　２営 　 繕 　 費 

　（１修 繕 費） 

　３防 　 災 　 費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負 担 金 報 奨 費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時 局 対 策 費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返 　 還 　 金 

　１返 　 還 　 金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰 り 出 し 金 

ⅩⅥ予 　 備 　 費 

　１予 　 備 　 費 

　歳 出 合 計 

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

1,023,200 

621,200 

402,000 

33,288,470 

33,288,470 

23,242,370 

8,371,080 

1,675,020 

1,155,500 

1,155,500 

1,155,500 

2,538,000 

2,348,000 

190,000 

2,788,875 

2,788,875 

29,691 

267,730 

1,588,500 

902,954 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

10,000,000 

10,000,000 

3,636,223 

3,636,223 

58,180,268

2,462,300 

2,462,300 

2,207,500 

254,800 

349,992 

349,992

2,610,000 

2,610,000 

2,260,000 

350,000 

350,000 

350,000

△47,700 

△147,700 

△52,500 

△95,200 

△8 

△8

985,000 

625,000 

360,000 

33,500,000 

33,500,000 

23,450,000 

8,375,000 

1,675,000 

1,700,000 

1,700,000 

1,700,000 

2,650,000 

2,500,000 

150,000 

3,155,000 

3,155,000 

70,000 

235,000 

2,000,000 

850,000 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

10,000,000 

10,000,000 

3,000,000 

3,000,000 

58,740,000

38,200 

△3,800 

42,000 

△211,530 

△211,530 

△207,630 

△3,920 

20 

△544,500 

△544,500 

△544,500 

△112,000 

△152,000 

40,000 

△366,125 

△366,125 

△40,309 

32,730 

△411,500 

52,954 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

636,223 

636,223 

△559,732

　　779,574 

779,574 

287,090 

38,080 

217,380 

95,840 

141,184 

29,225,706 

13,880,600 

12,459,600 

866,000 

180,000 

155,000 

220,000 

7,223,800 

5,662,800 

840,000 

25,000 

696,000 

6,730,216 

949,660 

305,300 

989,473 

607,341 

937,856 

2,290,400 

464,280 

185,906 

1,241,090 

1,241,090 

150,000 

0 

150,000 

6,818,060 

3,864,712 

983,914 

1,961,258 

350,000 

569,540 

1,384,020 

1,154,020 

230,000 

1,569,328 

500,000 

250,000 

20,000 

 

770,000 

770,000 

300,000 

100,000 

250,000 

120,000 

0 

30,556,000 

13,893,000 

12,353,000 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

7,303,000 

5,663,000 

840,000 

50,000 

750,000 

7,310,000 

950,000 

400,000 

900,000 

680,000 

1,000,000 

2,480,000 

500,000 

400,000 

1,800,000 

1,800,000 

250,000 

100,000 

150,000 

7,530,000 

4,220,000 

970,000 

2,200,000 

350,000 

700,000 

1,670,000 

1,400,000 

270,000 

1,640,000 

500,000 

250,000 

20,000 

 

9,574 

9,574 

△12,910 

△61,920 

△32,620 

△24,160 

141,184 

△1,330,294 

△12,400 

106,600 

△104,000 

0 

△15,000 

0 

△79,200 

△200 

0 

△25,000 

△54,000 

△579,784 

△340 

△94,700 

89,473 

△72,659 

△62,144 

△189,600 

△35,720 

△214,094 

△558,910 

△558,910 

△100,000 

△100,000 

0 

△711,940 

△355,288 

13,914 

△238,742 

0 

△130,460 

△285,980 

△245,980 

△40,000 

△70,672 

0 

0 

0 

 

150,000 

70,000 

70,000 

40,000 

200,000 

0 

0 

269,328 

2,143,000 

1,030,000 

113,000 

1,000,000 

1,084,335 

1,084,335 

631,568 

631,568 

145,000 

145,000 

100,000 

45,000 

4,924,660 

4,924,660 

43,060 

4,736,600 

60,000 

45,000 

40,000 

660,774 

63,100 

63,100 

339,350 

339,350 

258,324 

258,324 

2,494,080 

2,494,080 

200,000 

100,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

355,500 

355,500 

55,774,549

0 

0 

0 

0 

0 

△40,000 

0 

△30,672 

0 

0 

0 

0 

△15,665 

△15,665 

31,568 

31,568 

△45,000 

△45,000 

0 

△45,000 

△1,340 

△1,340 

△940 

△400 

0 

0 

0 

△3,226 

△900 

△900 

139,350 

139,350 

△141,676 

△141,676 

△185,920 

△185,920 

△100,000 

△100,000 

0 

0 

0 

0 

0 

△465,500 

△465,500 

△2,965,451

150,000 

70,000 

70,000 

40,000 

200,000 

40,000 

0 

300,000 

2,143,000 

1,030,000 

113,000 

1,000,000 

1,100,000 

1,100,000 

600,000 

600,000 

190,000 

190,000 

100,000 

90,000 

4,926,000 

4,926,000 

44,000 

4,737,000 

60,000 

45,000 

40,000 

664,000 

64,000 

64,000 

200,000　 

200,000 

400,000 

400,000 

2,680,000 

2,680,000 

300,000 

200,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

821,000 

821,000 

58,740,000
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県
内
神
職
総
代
の
皆
様
に
は
、
神

社
の
維
持
経
営
に
御
精
励
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
七
年
十
二
月
、
宗
教

法
人
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
同
八

年
九
月
十
五
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
法
改
正
に
よ
っ
て
、
神
社
の

運
営
に
関
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
宗
教
法
人
法
」
は
、「
宗
教
団

体
が
、
礼
拝
の
施
設
そ
の
他
の
財
産

を
所
有
し
、
こ
れ
を
維
持
運
用
し
、

そ
の
他
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
業

務
及
び
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
に
資

す
る
た
め
、
宗
教
団
体
に
法
律
上
の

能
力
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（
法
第
一
条
）
も
の
で
あ
り
、
聖
的

な
る
信
仰
面
、
教
化
等
宗
教
上
の
機

能
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
制
限

さ
れ
ま
せ
ん
。

神
社
は
、
悠
久
の
昔
よ
り
、
一
般

的
な
「
宗
教
」
と
は
一
線
を
画
し
、

終
戦
ま
で
は
「
国
家
の
宗
祀
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

連
合
軍
の
占
領
政
策
、
神
道
指
令
等

に
よ
っ
て
一
般
宗
教
と
同
格
に
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。従
っ
て
、

昭
和
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
法
人

法
は
、
神
社
界
に
と
っ
て
何
か
と
不

都
合
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で

は
遵
守
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
法

律
で
す
。

さ
て
、
此
度
の
法
人
法
一
部
改
正

に
は
次
の
事
項
が
特
に
目
立
っ
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
神
社
の
社
殿
及
び
主
要
建

物
が
二
県
以
上
に
あ
る
場
合
は
、
所

轄
庁
は
、
文
部
省
と
な
り
ま
す
（
通

常
は
県
知
事
）。
こ
れ
は
、
我
県
に

は
該
当
神
社
が
無
い
の
で
省
略
し
ま

す
。（

二
）
神
社
に
備
え
付
け
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
書
類
等
の
閲
覧

今
ま
で
は
、
規
則
及
び
認
証
書
、
役

員
名
簿
、
財
産
目
録
、
収
支
計
算
書
、

境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
責
任
役

員
会
議
事
録
、
事
業
に
関
す
る
書
類

等
は
、
神
社
に
備
え
付
け
て
お
く
だ

け
で
良
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正

法
施
行
以
降
、
氏
子
及
び
神
社
の
利

害
関
係
人
よ
り
、
正
当
な
利
益
が
あ

り
、
且
つ
そ
の
閲
覧
が
不
当
な
目
的

に
よ
る
も
の
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

者
か
ら
閲
覧
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
閲

覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
神
社
に
於
い

て
、各
主
要
帳
簿
及
び
重
要
書
類
は
、

代
表
役
員
で
あ
る
宮
司
が
厳
重
に
保

管
し
、
そ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
）
所
轄
庁
へ
の
報
告

代
表
役
員
、
宮
司
は
、
平
成
九
年
度

よ
り
毎
会
計
年
度
終
了
後
四
ヶ
月
以

内
に
　
○
役
員
名
簿
　
○
財
産
目
録

○
収
支
計
算
書
及
び
収
益
事
業
を
行

っ
て
い
る
神
社
に
あ
っ
て
は
収
益
事

業
に
関
す
る
書
類
を
所
轄
庁
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。
但
し
、
年
間
予
算
八
千
万
円

以
下
の
神
社
で
あ
っ
て
、
神
社
独
自

で
決
算
報
告
を
成
し
て
い
な
い
神
社

（
例
え
ば
、
区
の
会
計
内
で
処
理
さ

れ
て
い
る
も
の
等
）
に
あ
っ
て
は
収

支
計
算
書
の
提
出
は
略
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
四
）
又
、
法
第
八
十
八
条
は
次

の
様
に
定
め
て
い
ま
す
。

○
届
出
義
務
を
怠
り
又
は
不
実
の
届

出
を
し
た
と
き
○
公
告
を
し
な
い
で

第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を

し
た
と
き
　
○
備
付
帳
簿
に
不
実
記

載
を
し
た
と
き
　
○
提
出
義
務
書
類

の
提
出
を
怠
っ
た
と
き
　
こ
の
様
な

場
合
、
代
表
役
員
又
は
代
表
役
員
代

務
者
は
一
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

ら
れ
る
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。

又
、
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
代
表

役
員
又
は
代
務
者
を
欠
い
で
い
た

り
、
宗
教
的
行
為
を
行
な
わ
な
か
っ

た
り
、
礼
拝
の
施
設
が
減
失
し
や
む

を
得
な
い
理
由
が
な
い
の
に
二
年
以

上
に
わ
た
っ
て
そ
の
施
設
を
備
え
な

い
こ
と
等
に
あ
っ
て
は
、
地
方
裁
判

所
に
お
い
て
「
解
散
」
を
命
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
法
第
八
十
一
条
）

以
上
、
神
社
に
よ
っ
て
は
、
神
社

事
務
を
総
代
又
は
第
三
者
に
委
ね
て

い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

代
表
役
員
は
宮
司
で
あ
り
、
宮
司
は

そ
の
神
社
の
職
員
の
長
で
す
。
法
人

事
務
は
総
代
等
の
扶
け
も
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
全
責
任
は
宮
司
に
あ
る

こ
と
を
今
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

紙
面
の
都
合
で
、
改
正
法
の
あ
ら

ま
し
を
説
明
し
た
が
筆
足
ら
ず
の
所

が
目
立
ち
、
御
理
解
い
た
だ
け
な
い

と
い
う
不
安
を
感
じ
な
が
ら
筆
を
置

き
ま
す
。

例
年
、
夏
は
研
修
の
季
節
だ
が
、

昨
年
夏
も
県
下
各
支
部
で
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

◇
八
月
六
日
〜
七
日
、
浦
安
の

舞
研
修
会
（
上
房
郡
賀
陽
町
、
上
竹

荘
公
民
館
）講
師
・
柴
床
博
仁
先
生
、

安
達
明
治
先
生
、
受
講
者
五
十
六
名

◇
八
月
十
日
、
浦
安
の
舞
研
修

会
（
新
見
市
新
見
、
船
川
八
幡
宮
）

講
師
・
山
田
貫
助
先
生
、
受
講
者
十

六
名◇

八
月
十
七
日
、
祭
式
研
修
会

（
津
山
市
一
宮
、
中
山
神
社
）
講

師
・
三
原
千
幸
先
生
、
受
講
者
二
十

六
名◇

八
月
十
七
日
〜
十
八
日
、
雅

楽
（
竜
笛
）
研
修
会
（
新
見
市
高
尾
、

國
司
神
社
）講
師
・
難
波
宗
朋
先
生
、

受
講
者
四
名

◇
八
月
二
十
三
日
、
雅
楽
（
篳
）

研
修
会
（
新
見
市
高
尾
、
國
司
神
社
）

講
師
・
山
田
貫
助
先
生
、
受
講
者
四

名
◇
八
月
二
十
四
日
、
祭
式
研
修

会
（
新
見
市
高
尾
、
國
司
神
社
）
講

師
・
本
郷
弘
之
先
生
、
戸
部
廣
徳
先

生
、
受
講
者
二
十
八
名

◇
八
月
二
十
六
日
、
祭
式
と
禊

研
修
会（
岡
山
縣
護
國
神
社
研
修
所
、

牛
窓
町
西
脇
海
水
浴
場
）
講
師
・
三

原
千
幸
先
生
、
新
庄
正
安
先
生
、
受

講
者
十
三
名

◇
八
月
二
十
八
日
、
祭
式
研
修

会
（
岡
山
市
吉
備
津
神
社
参
集
殿
）

講
師
・
三
原
千
幸
先
生
、
受
講
者
二

十
二
名

こ
の
他
、
宗
教
法
人
法
改
正
に
と

も
な
う
説
明
会
が
、
倉
敷
市
本
町
、

阿
智
神
社
社
務
所
、
高
梁
市
中
原
、

高
梁
農
協
会
館
な
ど
七
カ
所
で
、
本

庁
講
師
・
小
野
崇
之
先
生
、
県
神
社

庁
参
事
本
郷
弘
之
先
生
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。

参
事
 
本
郷
　
弘
之
 

宗
教
法
人
法
一
部
改
正
に
よ
る
留
意
点
 

岡
山
県
神
社
庁
 

研修会  
研修会  
研修会  
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氏
子
、
崇
敬
者
を
対
象
に
し
た
社

頭
、
神
前
講
話
は
神
道
教
化
の
一
環

と
し
て
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
振
興
に

い
ろ
い
ろ
智
恵
が
し
ぼ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
人
前
で
一
つ
の
テ
ー
マ

を
も
っ
て
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

勇
気
も
い
り
、
苦
手
と
す
る
人
も
多

く
、
ど
こ
の
神
社
で
も
と
い
う
わ
け

に
い
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

神
社
庁
教
化
委
で
は
、

こ
の
社
頭
講
話
の
苦

手
感
の

克
服

と
普

及
を

目
的
と
し

て
、
教
宣

部
が
主
管
と
な
り

初
の
社
頭
講
話
研
修
会
を
九
月
二
十

六
日
、
岡
山
市
奥
市
、
岡
山
縣
護
國

神
社
研
修
所
で
、
講
師
に
山
口
県
神

社
庁
講
演
講
師
、
金
長
広
典
先
生
を

招
き
、
県
下
各
支
部
推
薦
の
四
十
一

名
が
参
加
し
て
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
は
長
時
間
の
講
話
で

は
な
く
、
神
社
で
の
祭
典
、
氏
子
崇

敬
者
宅
で
の
祭
り
終
了
後
の
短
時
間

で
の
話
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
。
ま
ず

講
師
か
ら
、
優
秀
な
指
導
者
の
も
と

社
頭
講
話
が
昔
か
ら
盛
ん
に
行
わ

れ
、
数
多
く
の
講
演
講
師
が
育
っ
て

き
た
先
進
の
山
口
県
の
歴
史
と
実
情

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た

講
話
の
内
容
は
多
様
だ
が
、
人
々
を

感
化
し
信
仰
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ

と
、
さ
ら
に
神
様
の
こ
と
ば
か
り
で

な
く
一
般
生
活
の
智
恵
、
指
針
を
示

す
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
目
的
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
実
際
に
社
頭
講
話
を
行
う

際
の
注
意
点
と
し
て
「
素
材
は
充
分

に
咀
し
く
し
て
使
え
」「
手
な
れ
た

素
材
で
も
常
に
見
直
せ
聞
き
直
せ
の

姿
勢
で
」「
情
報
を
充
分
に
選
別
せ

よ
」「
神
典
の
勉
強
を
怠
る
な
」「
わ

か
り
易
い
言
葉
で
声
を
大
き
く
は
っ

「祭典後に社頭 
講話を」教化委 
が研修会開く 社頭講話研修会

き
り
し
ゃ
べ
れ
」「
め
り
は
り
や
間

も
大
切
」「
原
稿
用
紙
一
枚
を
三
分

〜
四
分
で
」「
目
線
と
話
す
姿
勢
に

注
意
」「
自
慢
話
よ
り
失
敗
談
が
受

け
る
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
実
地
研
修
に
移
り
、
ま

ず
講
師
か
ら
讃
題
と
称
し
て
テ
ー
マ

に
ふ
さ
わ
し
い
和
歌
を
朗
詠
し
て
話

に
入
る
。
山
口
県
方
式
の
講
話
が
披

露
さ
れ
た
あ
と
、
受
講
者
の
内
か
ら

六
人
が
代
表
で
演
壇
に
立
ち
、
観
月

祭
や
歳
旦
祭
、
日
待
祭
な
ど
の
終
了

後
の
講
話
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
出
し
て
実
演
し
た
。
こ
れ
に
対
し

講
師
か
ら
講
評
が
行
わ
れ
、
内
容
な

ど
で
考
慮
す
べ
き
点
、
改
め
る
点
な

ど
の
指
摘
が
あ
り
、
最
後
に
ま
と
め

と
し
て
、
先
ず
実
践
し
て
み
る
こ
と

最
初
は
短
い
も
の
で
よ
い
か
ら
勇
気

を
出
し
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
の

言
葉
が
あ
り
、
実
り
あ
る
内
容
で
終

了
し
た
。

な
お
教
化
委
で
は
、
こ
の
社
頭
講

話
の
研
修
を
今
後
も
継
続
し
て
行
う

予
定
で
、
講
話
実
践
の
盛
り
上
が
り

を
め
ざ
し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

第
四
回
中
国
地
区
女
子
神
職
研
修

会
が
、
岡
山
県
婦
人
神
職
会
の
主
管

に
よ
り
九
月
三
日
〜
四
日
の
一
泊
二

日
、
児
島
下
津
井
の
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
六
十
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。
研
修
テ
ー
マ
は

「
自
然
保
護
へ
の
提
言
」
で
あ
る
。

三
日
午
後
一
時
よ
り
開
講
式
が
あ

り
物
部
副
庁
長
の
挨
拶
の
後
、
池
田

動
物
園
園
長
の
池
田
隆
政
先
生
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。「
人
間
も
生
き
物

で
あ
る
か
ら
、
一
人
勝
手
に
生
き
て

ゆ
く
よ
り
も
他
の
動
植
物
と
共
に
生

き
て
行
く
方
が
快
適
で
あ
る
。
動
物

園
も
昔
と
違
っ
て
珍
し
い
動
物
を
見

せ
る
だ
け
で
な
く
、
全
滅
し
か
か
っ

て
い
る
動
物
の
種
の
保
存
の
問
題

と
、
そ
れ
ら
を
成
育
し
て
元
の
自
然

に
返
し
て
や
る
使
命
が
あ
る
が
、
自

然
破
壊
に
よ
り
環
境
が
整
わ
な
い
と

返
し
て
や
る
事
が
出
来
な
い
。」
と

強
調
さ
れ
皆
深
い
感
銘
を
受
け
た
。

終
了
後
、
先
生
を
囲
み
、
な
ご
や
か

に
写
真
撮
影
。
貴
重
な
記
念
写
真
で

第　　四　　回 

中  国  地  区 

女子神職研修会 

岡山県婦人神職会長　井上　勝子 

感動の 
余韻に 
浸って 
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あ
る
。

全
体
会
議
で
は
、
テ
ー
マ
に
の
っ

と
り
各
県
代
表
に
よ
る
貴
重
な
意
見

が
活
発
に
討
議
さ
れ
た
。

夜
の
懇
親
会
は
、
岡
山
県
婦
人
神

職
会
の
独
壇
場
で
、
大
澤
副
会
長
が

「
蓑
」
を
着
て
登
場
し
た
「
忠
義
桜
」

の
舞
に
は
び
っ
く
り
！
「
皆
さ
ん
、

本
当
に
神
職
さ
ん
で
す
か
？
」
と
疑

わ
れ
る
程
の
芸
達
者
揃
い
。
池
田
博

子
さ
ん
の
描
い
た
バ
ッ
ク
一
杯
の
桜

吹
雪
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
同
窓
会
の

よ
う
な
な
ご
や
か
さ
で
終
始
し
、
最

後
に
童
謡
『
ふ
る
さ
と
』
を
大
合
唱

し
た
。「
兎
お
い
し
か
の
山
　
こ
ぶ

な
釣
り
し
か
の
川
」
涙
を
流
し
な
が

ら
歌
っ
て
い
る
姿
も
見
え
、「
故
郷

の
自
然
を
守
ら
な
け
れ
ば
神
様
に
申

し
訳
な
い
」
と
誰
も
が
思
っ
た
。

翌
日
は
、
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ

の
名
誉
宮
司
河
本
貞
郁
先
生
の
「
鴻

八
幡
宮
」
へ
正
式
参
拝
。
児
童
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
作
品
を
朗
読

し
て
下
さ
っ
た
。「
僕
は
鴻
八
幡
宮

の
『
だ
ん
じ
り
』
の
祭
り
が
好
き
で

す
。
で
も
僕
の
お
父
さ
ん
は
祭
り
が

嫌
い
で
す
。『
し
ん
ど
い
、
疲
れ
る
。』

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。（
養

子
さ
ん
と
か
）
・
（
中
略
）
・
僕
は
、

お
父
さ
ん
を
祭
り
好
き
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
そ
の
文
章
と
、

先
生
の
張
り
の
あ
る
か
く
し
ゃ
く
と

し
た
朗
読
態
度
に
一
同
感
動
。「
国

体
護
持
の
為
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」

と
結
ば
れ
た
。「
大
先
輩
を
儀
表
に

頑
張
ろ
う
ね
。」
お
互
い
心
に
固
く

誓
っ
た
。

大
き
な
大
き
な
収
穫
の
研
修
会
で

あ
っ
た
。
全
て
の
総
て
に
感
謝
の
心

で
一
杯
で
あ
り
、
ご
恩
に
お
報
い
す

る
為
に
私
ど
も
は
こ
れ
か
ら
何
を
ど

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
感
動

の
余
韻
と
共
に
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

池田隆政先生 講演風景

去
る
十
一
月
十
六
日
　
午
後
二
時

か
ら
、（
豊
岡
）
八
幡
宮
に
於
い
て

行
森
支
部
長
斎
主
の
も
と
県
神
社
庁

よ
り
三
原
大
麻
頒
布
推
進
委
員
長
の

ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
厳
粛
な
祭
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
の
出
席
者
へ
行
森
支

部
長
、
石
井
総
代
会
長
よ
り
大
麻
が

手
渡
さ
れ
た
。
参
列
者
は
、
神
職
十

名
、
総
代
三
十
名
で
し
た
。

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭 

〜
御
津
北
支
部
〜 

旅
行
代
金
　

大
人
一
人
　
４
８
０
０
０
円

旅
行
日

平
成
９
年
３
月
５
日
�
〜
７
日
�

お
申
込
み

お
申
込
金
　
１
０
０
０
０
円（
旅

行
代
金
充
当
）を
添
え
て
各
神
社

の
宮
司
様
宛
に
お
申
込
み
下
さ

い
。

申
込
締
切
日

平
成
９
年
２
月
12
日
�

岡山県神社庁　春の神社参拝旅行  

福岡 

佐賀 祐徳稲荷神社参拝 
観光 

宗像大社 
と 

　ハウステンボス    　　     　　嬉野温泉・平戸 
 

パスポートチ
ケット付 

 

行　　　　　　　　　程 日次 

1
日
目
 

3
日
目
 

2
日
目
 

食事 

× 

昼食 

夕食 

朝食 

昼食 

弁当 

朝食 

昼食 

夕食 

岡山各地�����各インター����下関（昼食） 

�����関門大橋�����宗像大社（正式参拝） 

����嬉野温泉（泊） 

ホテル����祐徳稲荷神社����ハウステンボ 

ス（昼食）����平戸（泊） 

ホテル����平戸市内観光（松浦資料館・オランダ 

商館跡など）����有田焼見学（昼食）�����関 

門大橋�����各インター����岡山各地 

〈貸切バス〉 〈山陽・中国道〉 

〈九州道〉 

〈九州道〉 

〈九州道〉 

19：30～20：30頃 

6：00～7：00頃 

8：00

8：00

17：00

17：30頃 
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去
る
十
月
二
日
、
三
日
と
広
島

県
に
お
い
て
、第
四
回
中
国
地
区
神

社
庁
教
化
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

本
県
か
ら
は
笹
井
教
化
委
員
長

を
始
め
三
名
が
参
加
し
た
が
、
祭

り
月
に
あ
た
り
他
県
か
ら
の
出
席

が
少
な
く
十
名
程
度
で
あ
っ
た
。

第
一
日
目
は
、
各
県
よ
り
平
成

七
年
度
教
化
活
動
及
び
平
成
八
年

度
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

二
日
目
は
、

�
「
祭
り
の
あ
る
く
ら
し
」（
家

庭
祭
祀
、
地
域
の
祭
祀
に
つ
い
て
）

�
「
神
社
運
営
と
神
職
後
継
者
問

題
に
つ
い
て
」

こ
の
二
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

�
に
つ
い
て
は
、
神
宮
大
麻

の
増
頒
布
と
核
家
族
化
に
と
も
な

う
家
庭
祭
祀
の
意
識
の
希
薄
化
が

主
議
題
と
な
っ
た
。

神
宮
大
麻
に
つ
い
て
は
、各
県
の

取
組
は
大
体
同
じ
で
あ
っ
た
が
、岡

山
県
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
教
化
に

つ
い
て
は
各
県
の
注
目
を
集
め
た
。

家
庭
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
氏
子

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
祭
り

や
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、

講
話
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、「
む

す
ひ
」
の
活
用
な
ど
積
極
的
な
活

動
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
た
。

�
に
つ
い
て
は
、
氏
子
地
域

の
都
市
化
、
あ
る
い
は
過
疎
化
に

対
応
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に

少
規
模
神
社
に
お
い
て
、
経
済
的

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
後
継
意
欲

が
失
わ
れ
て
い
る
と
の
問
題
提
起

が
な
さ
れ
、
婦
人
神
職
の
育
成
と

神
職
資
格
の
取
得
方
法
の
改
善
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

ま
と
め
と
し
て
は
何
よ
り
も
神

職
自
身
の
資
質
の
向
上
と
、
積
極

的
な
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
の
結

論
で
あ
っ
た
。

第　　四　　回 

中   国   地   区 

神社庁教化会議 

皇
大
神
宮
ご
鎮
座
二
千
年
の
奉
祝

の
年
の
夏
休
み
八
月
十
九
日
か
ら
二

十
一
日
の
二
泊
三
日
で
、「
第
二
回

子
ど
も
伊
勢
ま
い
り
」を
実
施
し
た
。

内
訳
は
男
子
二
十
九
名
、女
子
十
名
、

ス
タ
ッ
フ
六
名
計
四
十
五
名
で
あ

る
。
前
回
同
様
、
次
回
の
遷
宮
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
青

少
年
に
「
神
宮
へ
の
親
し
み
と
郷
土

の
氏
神
様
さ
ら
に
各
々
の
祖
先
を
敬

う
心
、
併
せ
て
自
然
触
れ
合
い
体
験

を
通
し
て
、
万
物
に
対
す
る
畏
敬
の

念
を
養
い
育
て
よ
う
」
と
の
主
旨
の

教
化
実
践
活
動
で
あ
る
。

昨
年
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
今
年
は

伊
勢
の
地
で
の
滞
在
時
間
を
充
分
に

と
っ
た
。
祭
祀
の
原
点
で
あ
る
御
塩

殿
、
御
園
、
御
料
田
等
を
見
学
し
て
、

神
宮
の
日
別
朝
夕
の
大
御
饌
祭
の
有

り
様
や
、
年
間
の
祭
り
に
御
供
え
す

る
米
、
蔬
菜
、
果
実
を
清
浄
栽
培
し

て
い
る
様
子
を
係
の
人
か
ら
詳
し
く

お
聞
き
し
て
、
神
宮
を
尚
一
層
正
確

に
理
解
す
る
事
が
出
来
、
子
ど
も
達

の
み
な
ら
ず
大
人
の
我
々
に
も
有
難

い
限
り
で
あ
っ
た
。

旅
の
感
想
に
つ
い
て
は
、
初
参
加

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
再

度
伊
勢
参
り
が
し
た
い

と
の
希
望
が
多
か
っ
た

事
は
企
画
者
側
と
し
て

嬉
し
い
事
で
あ
っ
た
が
、

一
番
人
気
の
所
は
、
伊

賀
忍
者
屋
敷
だ
っ
た
み

た
い
で
も
あ
る
。

尚
、
こ
の
度
の
伊
勢

滞
在
中
、
神
宮
司
庁
の

佐
藤
昭
典
広
報
課
長
さ

ん
に
は
、
公
務
ご
多
用

の
折
、
倭
姫
宮
の
参
拝
、

神
宮
徴
古
舘
、
神
田
そ

し
て
御
園
の
ご
案
内
等
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

真
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

結
び
に
あ
た
り
、
当

企
画
に
ご
支
援
ご
協
力

頂
い
た
関
係
神
職
各
位

に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

青
少
年
対
策
委
員
長

井
上
　
亮
二

第
二
回 

子
ど
も
伊
勢
ま
い
り 

第
二
回 

子
ど
も
伊
勢
ま
い
り 



お
伊
勢
さ
ん

冨
田
　
洋
靖

岡
山
県
神
社
庁
こ
ど
も
伊
勢
参
り

に
初
め
て
参
加
し
た
。
岡
山
県
下
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
り
、
伊
勢

神
宮
に
お
参
り
を
し
た
。

バ
ス
に
乗
り
、
ま
ず
は
外
宮
に
着

い
た
。
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
の
木
が
杉
で

ど
れ
も
大
き
か
っ
た
。
外
宮
の
ガ
イ

ド
さ
ん
は
岡
山
県
勝
央
町
の
出
身
の

人
で
も
う
だ
い
ぶ
ん
神
宮
で
神
主
を

し
て
い
た
。
外
宮
に
入
る
前
、
ま
ず

手
を
清
め
た
。
ひ
し
ゃ
く
を
右
手
で

持
ち
左
手
か
ら
洗
い
右
手
、
そ
し
て

口
を
す
す
い
で
、
柄
を
き
れ
い
に
し

た
。
け
っ
こ
う
難
し
か
っ
た
。
橋
は

左
通
行
で
、
内
宮
と
反
対
だ
っ
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
が
、「
あ
の
け
し
の
木

は
、
平
清
盛
が
大
切
な
物
を
置
い
た

ら
落
ち
た
の
で
、
そ
の
枝
を
刀
で
切

っ
た
の
で
す
。」
と
。
枝
が
ス
パ
ッ
と

切
ら
れ
て
い
た
。
神
楽
殿
を
過
ぎ
、
衣

食
住
の
神
、
豊
受
大
神
宮
に
着
い
た
。

「
今
年
で
神
様
の
ご
鎮
座
二
千
年

で
す
。
屋
根
は
か
や
ぶ
き
で
、
と
ば

さ
れ
な
い
よ
う
に
か
つ
お
木
と
い
う

丸
太
を
九
本
置
い
て
い
ま
す
。
屋
根

を
支
え
る
柱
を
棟
持
柱
、
な
な
め
に

つ
き
出
し
た
木
を
千
木
と
い
い
ま

す
。」
と
言
っ
た
。
い
い
勉
強
に
な

っ
た
。中
に
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、

外
で
二
礼
二
拍
し
た
。亀
石
を
渡
り
、

神
風
を
お
こ
し
た
、
風
宮
の
前
で
も

し
た
。
元
を
た
お
し
た
神
風
は
こ
こ

で
お
祈
り
を
し
た
か
ら
だ
と
。
神
の

ご
飯
を
つ
く
る
忌
火
屋
殿
に
行
っ

た
。
毎
朝
火
き
り
で
火
を
つ
け
、
神

の
ご
飯
を
つ
く
る
そ
う
だ
。
た
い
へ

ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
外
宮
だ
け
で

も
足
が
く
た
く
た
。
次
は
内
宮
だ
。

内
宮
に
行
く
時
は
ま
た
ち
が
う
橋

を
渡
っ
た
。
宇
治
橋
と
い
い
右
側
通

行
だ
っ
た
。
五
十
鈴
川
で
手
を
清
め

た
。
き
れ
い
な
水
で
、
コ
イ
や
カ
モ

が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
も
か
わ
り
、
内
宮

ま
で
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
、
説
明

し
て
く
れ
た
。

「
内
宮
の
杉
は
と
て
も
で
か
い
。

五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
も
し
こ
れ
よ

り
大
き
い
杉
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

れ
、
調
べ
に
行
く
。」
と
、
よ
し
、

久
米
南
に
帰
っ
た
ら
探
す
ぞ
と
決
め

た
。天
照
大
御
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
、

皇
大
神
宮
に
着
い
た
。
中
に
は
入
れ

な
い
。
入
れ
る
人
は
、
偉
い
神
主
や

天
皇
陛
下
だ
け
で
あ
る
。
み
ん
な
の

心
を
一
つ
に
し
て
、二
礼
二
拍
し
た
。

内
宮
は
外
宮
と
違
い
、
か
つ
お
木
が

十
本
だ
っ
た
。
御
神
楽
殿
で
倭
舞
を

見
た
。
お
は
ら
い
を
し
て
も
ら
い
、

六
人
の
演
奏
す
る
人
と
六
人
の
倭
姫

で
や
っ
た
。音
楽
は
か
わ
っ
て
い
て
、

な
つ
か
し
さ
を
思
い
出
さ
れ
る
よ
う

な
音
で
、
舞
い
は
神
秘
的
で
ゆ
っ
く

り
と
し
た
、
寝
む
た
く
な
り
そ
う
だ

っ
た
。
と
て
も
長
く
て
足
が
つ
っ
て

き
た
。で
も
が
ま
ん
が
ま
ん
と
思
い
、

せ
い
ざ
を
し
て
い
た
。
早
く
終
わ
れ

と
言
い
た
い
け
ど
、
見
た
い
、
見
た

い
け
ど
、
終
わ
れ
と
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。
や
っ
と

終
わ
り
、
内
宮
を
あ
と
に
し
、
お
か

げ
横
町
で
か
き
氷
食
べ
、
こ
ん
ど
は

神
が
探
し
求
め
て
つ
く
っ
た
、神
田
、

御
塩
田
、
御
園
だ
。
場
所
は
い
ろ
い

ろ
な
所
だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
は
言

っ
た
。

「
神
は
自
給
自
足
を
し
て
い
る
。

輸
入
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
け
ど
、

自
分
の
土
地
で
作
っ
た
作
物
は
格
別

だ
と
思
う
。」
と
。
ご
も
っ
と
も
と

思
っ
た
。
苦
労
し
て
作
っ
た
作
物
ほ

ど
お
い
し
い
の
だ
。

明
日
は
最
後
。
帰
る
の
だ
。
う
れ

し
い
よ
う
で
悲
し
い
。
今
日
一
日
お

も
い
き
っ
て
遊
ん
だ
。

朝
が
き
て
い
つ
も
通
り
朝
ご
飯
食

べ
、
バ
ス
に
乗
っ
た
。
岡
山
へ
、
バ

ス
の
中
で
よ
く
話
を
し
た
。
あ
っ
と

い
う
ま
に
久
米
南
町
。
悲
し
い
別
れ

を
し
た
。
手
を
お
も
い
き
っ
て
ふ
っ

た
。
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

伊
勢
参
り
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。

お
参
り
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
け

ど
、
倭
舞
な
ど
初
め
て
見
る
も
の
ば

か
り
だ
っ
た
。
い
つ
か
ま
た
行
っ
て

み
た
い
。

友
達
も
増
え
た
こ
と
も
よ
か
っ

た
。
ま
た
い
つ
か
会
え
る
と
思
い
、

一
生
心
に
残
る
だ
ろ
う
。

岡
山
県
神
社
庁
企
画
に
よ
る
、
第

42
回
伊
勢
神
宮
新
殻
感
謝
祭
　
参
拝

旅
行
が
、
去
る
十
一
月
二
十
七
日
か

ら
実
施
さ
れ
た
。

初
日
、
県
内
各
地
よ
り
篤
い
心
の

参
加
者
が
、
伊
勢
に
向
か
っ
て
繰
り

出
し
て
行
っ
た
。

途
中
、
伊
賀
一
宮
の
敢
国
神
社
に

正
式
参
拝
し
、
関
を
抜
け
て
一
行
は

鳥
羽
の
宿
に
分
泊
と
な
っ
て
一
日
目

は
終
わ
っ
た
。

明
け
て
二
十
八
日
、
い
よ
い
よ
内

外
両
宮
参
拝
の
朝
で
あ
る
。
き
の
う

の
雨
は
す
っ
か
り
上
が
っ
て
、
清
々

し
く
、
し
か
も
上
天
気
。

御
垣
内
参
拝
の
後
、
内
宮
で
は
お

神
楽
の
奉
納
を
行
な
っ
た
。

今
回
は
、
前
祭
主
鷹
司
和
子
様
の
お

歌
を
作
曲
振
り
付
け
し
た「
栄
久
舞
」

も
加
わ
り
、
初
め
て
参
拝
し
た
人
達

は
、
感
激
の
呈
で
あ
っ
た
。

午
後
に
な
っ
て
、
鳥
羽
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
伊
良
湖
岬
に
渡
り
、
こ
こ
に

二
日
目
の
宿
を
と
っ
た
。

三
日
目
の
朝
は
、
三
河
一
宮
の
砥

鹿
神
社
に
参
拝
し
た
。
こ
の
神
社
の

ご
祭
神
は
大
己
貴
神
で
、
社
殿
は
昭

和
三
十
九
年
の
再
建
な
が
ら
大
社
風

の
妻
入
り
で
風
格
の
あ
る
神
社
で
あ

っ
た
。

吾
が
岡
山
県
は
、
湯
浅
庁
長
、
本

郷
参
事
を
先
頭
に
毎
年
多
数
の
参
拝

団
を
結
成
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
神
宮
崇
敬
の
心
を
深
く
す
る
べ
く

各
支
部
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

渡
�

宣
也
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旅
の
感
想 
旅
の
感
想 

感
謝
状
交
付
申
請
料
改
定
の
件 

議
案
第
一
号 

神
社
本
庁
「
寄
付
者
顕
彰
に
関
す

る
件
」
に
よ
り
「
感
謝
状
」
を
申
請

す
る
神
社
は
、
所
定
の
申
請
料
を
前

納
す
る
こ
と
を
平
成
八
年
六
月
十
七

日
開
催
の
役
員
会
に
お
い
て
決
定

し
、
同
年
六
月
二
十
六
日
開
催
の
定

例
協
議
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
、
七

月
一
日
よ
り
施
行
致
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
八
年
八
月
一
日
付
け
に

て
「
神
社
本
庁
寄
付
者
顕
彰
に
関
す

る
件
」
の
改
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
に
よ
っ
て
、
当
庁
に
お
い
て

も
改
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成
八

年
十
月
十
八
日
開
催
の
役
員
会
に
お

い
て
、「
感
謝
状
交
付
申
請
料
改
定

案
」
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
を
し
、

ご
鎮
座
二
〇
〇
〇
年 

　  

奉 

祝 

参 

拝 

  

バ
ス
十
九
台
・
八
百
名 

 

伊
　
勢
　
へ 



十
一
月
十
三
日
開
催
の
臨
時
協
議
委

員
会
に
お
い
て
、
左
記
の
通
り
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

記

五
十
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
神

社
庁
長
感
謝
状
）

二
〇
、
〇
〇
〇
円

参
百
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
本

庁
統
理
感
謝
状
）

五
〇
、
〇
〇
〇
円

壱
千
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
本

庁
総
裁
感
謝
状
）一

〇
〇
、
〇
〇
〇
円

（
揮
毫
料
・
記
念
品
料
を
含
む
）

参
　
考
　
　
平
成
八
年
七
月
末
日

以
前
の
も
の
（
改
定
前
）

三
十
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
神

社
庁
長
感
謝
状
）

一
五
、
〇
〇
〇
円

五
十
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
本

庁
統
理
感
謝
状
）

三
〇
、
〇
〇
〇
円

五
百
万
円
以
上
の
金
品
寄
付
者
（
本

庁
総
裁
感
謝
状
）

五
〇
、
〇
〇
〇
円

（
揮
毫
料
・
記
念
品
料
を
含
む
）

◎
規
則
変
更

五
月
二
十
七
日

小
田
郡
矢
掛
町
　
明
剱
神
社

第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

七
月
二
十
六
日

御
津
郡
御
津
町
　
八
幡
宮

第
二
条
・
第
四
十
条
鎮
座
地
変
更

八
月
二
十
二
日

御
津
郡
御
津
町
　
天
神
宮

第
二
条
・
第
四
十
条
鎮
座
地
変
更

◎
財
産
処
分

六
月
二
十
五
日

赤
磐
郡
赤
坂
町
　
鴨
布
勢
神
社

（
県
道
拡
幅
工
事
に
よ
る
山
林
の
売
却
）

七
月
四
日

上
房
郡
北
房
町
　
郡
神
社

（
危
険
木
古
損
木
の
伐
採
）

七
月
二
十
六
日

上
房
郡
北
房
町
　
天
神
社

（
町
道
拡
幅
工
事
に
よ
る
山
林
の
譲
与
）

十
月
四
日

御
津
郡
加
茂
川
町
　
化
氣
神
社

（
本
殿
屋
根
葺
替
工
事
費
補
填
の
為

間
伐
材
売
却
）

◎
主
要
建
物
改
築
等

七
月
九
日

井
原
市
井
原
町

（
社
務
所
の
改
築
）

八
月
二
十
三
日

川
上
郡
川
上
町
　
吉
川
八
幡
宮

（
本
殿
の
解
体
修
理
）

九
月
十
日

岡
山
市
東
山
内
　
懸
幡
神
社

（
拝
殿
及
び
幣
殿
の
改
築
模
様
替
え
）

上
房
郡
北
房
町
　
井
戸
鐘
乳
穴
神
社

（
本
殿
屋
根
葺
替
及
び
解
体
修
理
）

十
月
十
一
日

岡
山
市
下
足
守
　
葺
守
八
幡
宮

（
本
殿
屋
根
の
模
様
替
）

総
社
市
日
羽
　
八
幡
神
社

（
幣
殿
及
び
拝
殿
の
改
築
模
様
替
）

十
一
月
十
二
日

御
津
郡
御
津
町
　
河
瀬
神
社

（
手
水
舎
の
新
築
）

七
月
一
日

岡
山
県
神
社
庁
駐
在
教
誨
師
を
委
嘱

す
る

土
居
神
社
宮
司
　
沖
田
　
正
秀

柏
島
神
社
宮
司
　
亀
山
　
昭
三

七
月
九
日

神
社
庁
階
位
検
定
委
員
会
委
員
長
を

委
嘱
し
ま
す

神
社
庁
庁
長
　
湯
浅
　
正
敬

神
社
庁
階
位
検
定
委
員
会
常
任
委
員

を
委
嘱
し
ま
す

神
社
庁
理
事
　
豊
田
　
正
発

見
垣
　
安
邦

八
月
一
日

神
職
身
分
二
級
と
す
る

八
幡
司
宮
司
　
　
　
杉
田
　
良
爾

八
幡
神
社
宮
司
　
　
大
内
　
輿
吉

天
津
神
社
宮
司
　
　
日
幡
　
行
雄

両
児
神
社
宮
司
　
　
井
上
　
　
健

天
神
社
宮
司
　
　
　
宮
宅
　
林
平

神
社
庁
階
位
検
定
委
員
会
臨
時
委
員

を
委
嘱
し
ま
す

大
浦
神
社
宮
司
　
小
川
　
暎
興

岡
山
県
神
社
庁
参
事
　
本
郷
　
弘
之

大
津
神
社
宮
司
　
笹
井
　
和
男

九
月
一
日

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

羽
黒
神
社
宮
司
　
　
　
福
田
　
　
隆

大
神
神
社
宮
司
　
　
　
有
森
　
　
猛

鴻
八
幡
宮
宮
司
　
　
　
河
本
　
貞
紀

玉
井
宮
東
照
宮
宮
司
　
佐
々
木
　
保

岡
山
県
神
社
庁
参
事
　
本
郷
　
弘
之

十
月
一
日

神
社
庁
祭
祀
舞
講
師
を
委
嘱
す
る

正
八
幡
宮
宮
司
　
浅
原
タ
ヅ
ヱ

神
社
庁
雅
楽
講
師
を
委
嘱
す
る

八
幡
神
社
宮
司
　
難
波
　
宗
朋

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
山
田
　
貫
助

十
一
月
一
日

神
社
庁
研
修
所
主
任
講
師
を
委
嘱
す

る伊
勢
神
社
宮
司
　
見
垣
　
安
邦

神
社
庁
研
修
所
訓
育
主
任
を
委
嘱
す

る神
社
庁
主
事
　
太
田
　
浩
司

神
社
庁
研
修
所
研
修
講
師
を
委
嘱
す

る八
幡
神
社
宮
司
　
難
波
　
宗
朋

大
浦
神
社
宮
司
　
小
川
　
暎
興

鴻
八
幡
宮
宮
司
　
河
本
　
貞
紀

大
津
神
社
宮
司
　
笹
井
　
和
男

伊
勢
神
社
宮
司
　
見
垣
　
安
邦

神
社
庁
参
事
　
本
郷
　
弘
之

由
加
神
社
宮
司
　
新
庄
　
正
安

石
上
布
都
魂
神
社
宮
司
　
物
部
忠
三

郎安
仁
神
社
宮
司
　
三
原
　
千
幸

羽
黒
神
社
宮
司
　
福
田
　
　
隆

玉
井
宮
東
照
宮
禰
宜
　
佐
々
木
講
治

正
八
幡
宮
宮
司
　
浅
原
タ
ヅ
ヱ

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
山
田
　
貫
助

神
社
庁
主
事
　
太
田
　
浩
司

六
月
二
十
六
日

神
社
庁
々
長
に
選
任
す
る

中
山
神
社
宮
司
　
湯
浅
　
正
敬

神
社
庁
副
庁
長
に
選
任
す
る

八
幡
神
社
宮
司
　
難
波
　
宗
朋

石
上
布
都
魂
神
社
宮
司
　
物
部
忠
三

郎神
社
庁
理
事
に
選
任
す
る

郡
神
社
宮
司
　
豊
田
　
正
発

伊
勢
神
社
宮
司
　
見
垣
　
安
邦

七
月
一
日

庁
史
編
纂
委
員
会
委
員
長
を
委
嘱
す

る八
幡
神
社
宮
司
　
難
波
　
宗
朋

庁
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
を
委
嘱

す
る

石
上
布
都
魂
神
社
宮
司
　
物
部
忠
三

郎庁
史
編
纂
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す
る

木
野
山
神
社
宮
司
　
小
野
　
泰
道

八
幡
神
社
宮
司
　
渡
�

宣
也

足
高
神
社
権
禰
宜
　
井
上
　
勝
子

八
月
五
日

神
社
庁
総
務
委
員
会
委
員
長
を
委
嘱

す
る

郡
神
社
宮
司
　
豊
田
　
正
発

神
社
庁
総
務
委
員
会
副
委
員
長
を
委

嘱
す
る

玉
井
宮
東
照
宮
禰
宜
　
佐
々
木
　
保

神
社
庁
総
務
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す
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承
認
さ
れ
た
神
社

自
　
平
成
八
年
五
月
一
日

至
　
平
成
八
年
十
一
月
一
日

本
庁
辞
令

神
社
庁
辞
令



羽
黒
神
社
宮
司
　
福
田
　
　
隆

松
尾
神
社
宮
司
　
杭
田
　
　
功

國
司
神
社
宮
司
　
中
島
　
元
幸

爪
生
神
社
宮
司
　
横
林
　
武
彦

諏
訪
神
社
宮
司
　
出
雲
井
和
夫

八
月
五
日

神
社
庁
財
務
委
員
会
委
員
長
を
委
嘱

す
る

大
浦
神
社
宮
司
　
小
川
　
暎
興

神
社
庁
財
務
委
員
会
副
委
員
長
を
委

嘱
す
る

中
和
神
社
宮
司
　
武
内
　
禎
治

神
社
庁
財
務
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す

る和
気
神
社
宮
司
　
小
森
　
成
彦

天
神
八
王
子
月
尾
宮
宮
司
　
松
嶋

章
雄

日
吉
神
社
宮
司
　
西
山
　
峻
爾

木
野
山
神
社
宮
司
　
小
野
　
泰
道

大
佐
神
社
宮
司
　
戸
部
　
廣
徳

十
一
月
一
日

神
社
庁
主
事
に
任
ず
る

主
事
補
　
太
田
　
浩
司

十
一
月
十
三
日

本
庁
評
議
員
に
選
任
す
る

八
幡
神
社
宮
司
　
難
波
　
宗
朋

七
月
二
十
六
日

県
本
部
長
に
選
任
す
る

中
山
神
社
宮
司
　
湯
浅
　
正
敬

県
本
部
副
本
部
長
に
選
任
す
る

石
上
布
都
魂
神
社
宮
司
　
物
部
忠
三

郎

岡
山
縣
護
國
神
社
総
代
　
宮
原
義
久

県
本
部
幹
事
長
に
選
任
す
る

郡
神
社
宮
司
　
豊
田
　
正
発

県
本
部
綱
紀
委
員
長
に
選
任
す
る

鴻
八
幡
宮
宮
司
　
河
本
　
貞
紀

県
本
部
監
査
委
員
長
に
選
任
す
る

中
和
神
社
宮
司
　
武
内
　
禎
治

県
本
部
中
央
委
員
に
選
任
す
る

神
社
庁
参
事
　
本
郷
　
弘
之

八
月
二
日

県
本
部
副
幹
事
長
に
任
命
す
る

上
山
宮
宮
司
　
横
林
　
重
美

安
仁
神
社
宮
司
　
三
原
　
千
幸

八
幡
神
社
宮
司
　
渡
辺
　
更
生

県
本
部
事
務
局
長
を
命
ず
る

神
社
庁
参
事
　
本
郷
　
弘
之

九
月
九
日

県
本
部
理
事
に
選
任
す
る

津
山
市
一
宮
　
湯
浅
　
正
敬

御
津
郡
御
津
町
　
物
部
忠
三
郎

阿
哲
郡
哲
西
町
　
難
波
　
宗
朋

久
米
郡
柵
原
町
　
横
林
　
重
美

勝
田
郡
勝
央
町
　
松
本
　
　
張

久
米
郡
久
米
町
　
柴
田
　
　
正

苫
田
郡
鏡
野
町
　
岡
本
　
光
正

岡
山
市
湊
　
宮
原
　
義
久

備
前
市
伊
部
　
日
幡
　
直
之

岡
山
市
尾
上
　
河
野
　
厳
道

井
原
市
門
田
町
　
藤
井
　
正
人

上
房
郡
北
房
町
　
豊
田
　
正
発

県
本
部
監
事
を
委
嘱
す
る

勝
田
郡
勝
央
町
　
出
雲
井
和
夫

倉
敷
市
児
島
下
の
町
　
河
本
　
貞
紀

県
本
部
議
長
を
委
嘱
す
る

岡
山
市
西
大
寺
一
宮
　
三
原
　
千
幸

県
本
部
副
議
長
を
委
嘱
す
る

新
見
市
草
間
　
渡
辺
　
重
彦

御
津
郡
加
茂
川
町
　
石
井
　
弘
志

◎
正
階
（
無
試
験
検
定
）

五
月
十
五
日

渡
�
　
吉
樹

八
月
一
日

高
木
　
朝
子

八
月
二
十
五
日

荒
井
　
秀
樹

◎
直
階
（
無
試
験
検
定
）

九
月
十
五
日

大
内
　
克
信

九
月
二
十
日

川
上
哲
治
・
田
渕
啓
之

つ
ぎ
の
方
々
は
、
敬
神
功
労
章
規

定
に
よ
る
功
績
者（
神
社
役
員
、総
代
、

氏
子
、
崇
敬
者
）選
考
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
十
月
二
十
三
日
付
を
以
て

左
記
の
通
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

◎
功
労
章

宇
野
八
幡
宮
　
山
下
　
定
明

宇
野
八
幡
宮
　
長
田
　
四
郎

◎
有
功
章

宇
野
八
幡
宮
　
立
花
　
知
義

七
月
一
日

御
前
八
幡
宮
宮
司
兼

加
茂
神
社
宮
司
　
堀
　
　
倫
之

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

御
前
八
幡
宮
宮
司
兼

八
幡
宮
宮
司
　
堀
　
　
倫
之

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

七
月
十
日

二
荒
山
神
社
権
禰
宜
　
矢
木
公
久
　

久
米
郡
旭
町
里

八
幡
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

八
幡
宮
禰
宜
　
水
地
　
理
恵

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

七
月
二
十
日

熊
野
神
社
宮
司
　
鳥
越
　
　
啓

笠
岡
市
北
木
島
町

兼
ね
て
諏
訪
神
社
宮
司
に
任
ず
る

菅
原
神
社
宮
司
　
志
水
　
義
則

笠
岡
市
白
石
島

兼
ね
て
四
社
神
社
宮
司
に
任
ず
る

天
神
社
宮
司
　
柴
床
　
雅
仁

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

八
幡
神
社
宮
司
兼

天
王
八
幡
神
社
宮
司
　
松
本
幸
市

阿
哲
郡
哲
多
町
大
字
蚊
家

天
王
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

天
王
八
幡
神
社
宮
司
　
松
本
幸
市
　

川
上
郡
成
羽
町
大
字
吹
屋

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
月
一
日

斉
藤
　
光
正

苫
田
郡
鏡
野
町
馬
場

小
田
草
神
社
宮
司
に
任
ず
る

藤
井
　
正
勝

赤
磐
郡
赤
坂
町
多
賀

鴨
布
勢
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

山
木
　
一
郎

小
田
郡
美
星
町
大
字
明
治

八
幡
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

渡
邊
　
吉
樹

新
見
市
金
谷

天
満
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

八
月
二
日

八
幡
神
社
宮
司
　
植
畠
　
正
利

苫
田
郡
鏡
野
町
馬
場

兼
ね
て
小
田
草
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

九
月
六
日

神
原
　
一
男

新
見
市
豊
永
赤
馬

日
　
坂
鐘
乳
穴
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

九
月
二
十
日

鼓
神
社
宮
司
兼

真
名
井
神
社
宮
司
　
千
原
　
恭
平

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

鼓
神
社
宮
司
兼

山
野
神
社
宮
司
　
千
原
　
恭
平

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

宇
佐
八
幡
神
社
宮
司
兼

磐
裂
神
社
宮
司
　
神
崎
　
忠
夫

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

宇
佐
八
幡
神
社
宮
司
兼

八
幡
神
社
宮
司
　
神
崎
　
忠
夫

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る
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神
政
連
県
本
部
辞
令

階
位
授
与

敬
神
功
労
章

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
県

本
部
辞
令

任
免

自
　
平
成
八
年
七
月
一
日

至
　
平
成
八
年
十
二
月
一
日



八
幡
神
社
宮
司
　
笠
原
　
重
麿

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

綾
部
神
社
宮
司
兼

天
満
神
社
宮
司
　
易
　
　
淳
臣

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

綾
部
神
社
宮
司
兼

豊
岡
神
社
宮
司
　
易
　
　
淳
臣

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

九
月
二
十
五
日

八
幡
神
社
禰
宜
　
笠
原
　
源
蔵

井
原
市
東
江
原
町

八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

九
月
二
十
六
日

八
幡
神
社
宮
司
　
山
木
　
由
造

小
田
郡
美
星
町
大
字
東
水
砂

兼
ね
て
磐
裂
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
幡
神
社
宮
司
　
山
木
　
由
造

小
田
郡
美
星
町
大
字
明
治
字
林

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

綾
部
神
社
禰
宜
　
易
　
　
伯
通

勝
田
郡
勝
北
町
西
下

兼
ね
て
天
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る

綾
部
神
社
禰
宜
　
易
　
　
伯
通

勝
田
郡
勝
北
町
坂
上

兼
ね
て
豊
岡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

九
月
二
十
七
日

天
神
社
禰
宜
　
柴
床
　
博
仁

上
房
郡
北
房
町
大
字
宮
地

天
神
社
宮
司
に
任
ず
る

九
月
三
十
日

佐
藤
　
典
子

玉
野
市
小
島
地

八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る

八
幡
宮
宮
司
　
佐
藤
　
典
子

玉
野
市
目
木

兼
ね
て
加
茂
神
社
宮
司
に
任
ず
る

上
月
　
良
典

御
津
郡
御
津
町
大
字
中
泉

真
名
井
神
社
宮
司
に
任
ず
る

真
名
井
神
社
宮
司
　
上
月
　
良
典

御
津
郡
御
津
町
大
字
宇
甘

兼
ね
て
山
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る

十
月
十
四
日

吉
備
津
彦
神
社
宮
司
　
守
分
　
守

役
職
員
進
退
に
関
す
る
規
定
第
二
十

三
条
第
一
項
に
依
り
休
職
を
命
ず
る

十
月
十
五
日

吉
備
津
彦
神
社
禰
宜
　
守
分
清
身

岡
山
市
一
宮
　
吉
備
津
彦
神
社
宮
司

代
務
者
を
命
ず
る

十
月
二
十
八
日

住
吉
神
社
宮
司
　
平
田
　
義
忠

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

十
一
月
十
五
日

八
幡
神
社
宮
司
兼

辰
口
八
幡
神
社
宮
司
　
三
上
義
治

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

十
一
月
十
九
日

八
幡
神
社
禰
宜
　
三
上
　
忠
男

川
上
郡
成
羽
町
大
字
坂
本

兼
ね
て
辰
口
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る

十
一
月
二
十
二
日

高
原
　
宏
始

岡
山
市
七
日
市
西
町

春
日
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

河
野
　
正
道

邑
久
郡
邑
久
町
尾
張

八
幡
宮
禰
宜
に
任
ず
る

今
井
　
　
伸

倉
敷
市
茶
屋
町

兼
ね
て
住
吉
神
社
宮
司
に
任
ず
る

一
日

月
次
祭

九
日

役
員
会
・
表
彰
委
員
会

十
六
日

教
化
委
員
会
教
宣
部
会

二
十
日

神
青
協
祭
式
研
修
会

二
十
三
日

神
政
連
監
査

二
十
六
日

神
政
連
代
議
員
会
・
神

社
庁
役
員
歓
送
迎
会

二
十
八
日

御
津
北
支
部
祭
式
研
修
会

二
十
九
日

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

状
伝
達

一
日

月
次
祭

二
日

新
任
神
職
伝
達
式

五
日

青
少
年
対
策
委
員
会

六
〜
七
日

浦
安
の
舞
研
修
会
（
高

梁
支
部
）

八
日

神
職
身
分
二
級
伝
達
式

九
日

教
化
委
員
会
・
青
少
年
対
策

委
員
会

十
日

浦
安
の
舞
研
修
会（
阿
新
支
部
）

十
二
日

総
代
会
監
査

十
七
日

祭
式
研
修
会
（
津
山
支

部
）
・
雅
楽
研
修
会
（
阿
新
支
部
）

十
九
日

祭
祀
研
究
会

十
九
〜
二
十
一
日

こ
ど
も
お
伊
勢

ま
い
り

二
十
一
日

笠
岡
支
部
総
代
会

二
十
三
日

班
幣
式
・
支
部
長
会
・

神
宮
崇
敬
会
評
議
員
会

二
十
四
日

祭
式
研
修
会（
阿
新
支
部
）

二
十
五
日

英
北
支
部
神
社
関
係
者

大
会
（
参
事
出
席
）

二
十
六
日
〜
二
十
七
日

祭
式
禊
研

修
（
玉
垣
会
）

二
十
七
日

高
梁
上
房
支
部
神
社
関

係
者
大
会
（
難
波
副
庁
長
出
席
）

二
十
七
日
〜
二
十
九
日

神
社
実
務

研
修
会
（
倉
敷
・
高
梁
・
真
庭
・
津

山
・
岡
山
・
和
気
に
て
開
催
）

三
十
日

総
代
会
評
議
員
会
・
総
代

会
理
事
会

二
日

月
次
祭

三
・
四
日

中
国
地
区
女
子
神
職
研

修
会

六
日

財
務
委
員
会
・
こ
ど
も
お
伊

勢
ま
い
り
反
省
会

八
日

阿
新
支
部
神
職
総
代
研
修
会

九
日

神
宮
崇
敬
会
理
事
会
・
総
務

委
員
会

十
日

教
化
委
員
会

十
一
〜
十
三
日

中
国
地
区
神
社
庁

職
員
研
修
会

十
六
〜
十
八
日

神
宮
大
麻
頒
布
始

祭
（
伊
勢
）
湯
浅
庁
長
・
参
事
出
席

十
七
〜
二
十
一
日

中
国
地
区
中
堅

神
職
研
修

二
十
日

山
口
県
神
社
神
社
関
係
者

大
会
（
山
口
県
）
難
波
副
庁
長
出
席

二
十
二
日

井
原
後
月
支
部
実
務
研

修
会
（
改
正
宗
教
法
人
に
つ
い
て
）

二
十
五
日

神
政
連
本
部
長
会
（
東

京
）
湯
浅
本
部
長
出
席

二
十
六
日

社
頭
講
話
研
修
会
・
二

級
上
伝
達
式

二
十
七
日

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

三
十
日

新
任
神
職
伝
達
式

一
日

月
次
祭

二
日

井
原
後
月
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭

七
日

教
科
書
是
正
委
員
会
（
岡
山

縣
護
國
神
社
）
参
事
出
席

九
日

選
挙
事
務
所
陣
中
見
舞
い

（
湯
浅
本
部
長
・
参
事
出
向
）

十
四
日

川
上
郡
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
　
参
事
出
席

十
五
日

船
川
八
幡
宮
（
新
見
市
）

献
幣
使
　
湯
浅
庁
長
参
向

十
六
日

監
査
会

十
八
日

表
彰
委
員
会
・
役
員
会
　

二
十
日

志
呂
神
社
祭（
御
津
郡
）

献
幣
使
　
湯
浅
庁
長
・
河
野
薫
氏
参

向二
十
五
日

厨
神
社
祭
（
久
米
郡
）

献
幣
使
　
井
上
健
氏
参
向

二
十
六
日

八
幡
宮
復
興
奉
祝
祭

（
岡
山
市
）
献
幣
使
　
行
森
克
己

氏
・
河
野
薫
氏
参
向

三
十
日

教
化
委
員
会
広
報
部
会

一
日

月
次
祭

六
日

青
少
年
対
策
委
員
会

九
日

真
庭
郡
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
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庁
務
日
誌
抄

自
　
平
成
八
年
七
月
一
日

至
　
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月
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○
…
「
宗
教
法
人
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
去
る
九
月
十

五
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
県
神
社

庁
で
も
こ
れ
に
先
立
ち
、
神
社
本

庁
か
ら
講
師
を
招
き
、「
改
正
宗

教
法
人
法
」
の
実
務
研
修
会
を
県

下
六
カ
所
で
開
催
し
た
。
そ
の
内

容
の
主
な
も
の
は
①
宗
教
法
人
の

所
轄
庁
の
一
部
変
更
②
神
社
社
務

所
な
ど
備
え
付
け
書
類
の
整
備
と

所
轄
庁
へ
の
提
出
③
信
者
そ
の
他

利
害
関
係
人
に
よ
る
財
産
目
録
等

の
閲
覧
④
所
轄
庁
の
報
告
徴
収
及

び
質
問
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
正
直
な
と
こ
ろ
一
回
や
二
回

の
説
明
会
で
は
完
全
な
理
解
は
む

ず
か
し
い
と
い
う
の
が
感
想
だ
。

本
庁
か
ら
も
本
年
度
内
に
法
改
正

の
内
容
を
中
心
と
し
た
解
説
書
、

と
く
に
所
轄
庁
へ
提
出
す
る
財
産

目
録
な
ど
の
参
考
様
式
例
や
宗
教

法
人
法
、
関
係
諸
規
程
な
ど
、
事

務
処
理
の
利
便
を
考
慮
し
た
内
容

の
冊
子
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
困
難
さ
が
予
想
さ

れ
る
問
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う

だ
。
と
も
あ
れ
正
念
場
で
あ
る
平

成
九
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
県
神

社
庁
、
神
職
、
総
代
が
一
体
と
な

っ
て
、
真
剣
に
研
修
会
、
勉
強
会

な
ど
を
重
ね
、
改
正
法
に
遺
漏
な

く
対
処
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

○
…
初
詣
と
氏
神
様
な
ど
の
神

札
、
神
宮
大
麻
の
奉
斎
を
呼
び
か

け
る
県
神
社
庁
提
供
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
は
、
す
で
に
五
年
前
か
ら
岡
山

放
送
テ
レ
ビ
で
年
末
に
放
映
し
、

好
評
を
得
て
い
る
が
、
教
化
委
広

報
部
で
は
、
昨
年
末
新
し
い
企
画

と
し
て
、
山
陽
放
送
ラ
ジ
オ
で
テ

レ
ビ
と
同
趣
旨
の
二
十
秒
の
ス
ポ

ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を
放
送
し
た
。
聴
取
い

た
だ
い
た
人
も
数
多
い
と
思
う

が
、
ど
ん
な
印
象
を
受
け
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
か
、
今
後
へ
の
要
望
等

も
含
め
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

（
広
報
部
長
・
小
野
）

編
　
集
　
後
　
記

布
始
祭
　
参
事
出
席

十
一
日

久
米
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒

布
始
祭
　
湯
浅
庁
長
出
席

十
一
日

役
員
会
・
協
議
員
会
・
新

穀
感
謝
祭
団
参
打
合
会

十
六
日

御
津
北
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
　
三
原
理
事
出
席

十
八
日

教
科
書
是
正
委
員
会
（
総

合
福
祉
会
館
）
参
事
出
席

二
十
二
日

新
任
神
職
伝
達
式

二
十
五
日

橋
本
甚
一
初
代
神
社
庁

長
本
葬

二
十
七
日

鳥
取
県
神
社
庁
五
十
周

年
記
念
式
典
　
三
原
理
事
出
席
・
世

界
連
邦
岡
山
県
宗
教
者
大
会

二
十
七
〜
二
十
九
日

伊
勢
神
宮
新

穀
感
謝
祭
団
体
参
拝
（
参
事
、
太
田

主
事
同
行
）
七
五
〇
名
参
加

九
月
二
十
一
日

小
田
郡
美
星
町
大
字
上
高
末
　
山

神
社
禰
宜
　
岡
本
利
一
﹇
三
級
﹈

（
七
十
八
歳
）

十
月
二
十
五
日

小
田
郡
美
星
町
大
字
黒
忠
　
宇
佐

八
幡
神
社
宮
司
　
神
崎
忠
夫﹇
二
級
﹈

（
八
十
二
歳
）

十
一
月
二
日

高
梁
市
松
原
町
春
木
　
五
社
神
社
禰

宜

山
川
忠
臣﹇
三
級
﹈（
五
十
五
歳
）

神
職
帰
幽

自
　
平
成
八
年
七
月
一
日

至
　
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日

神社庁閉庁
のお知らせ
12月27日（金）
「御用納め」

d
新年1月6日（月）
「御用始め」

十
一
月
八
日

御
津
郡
加
茂
川
町
豊
岡
上
　
天
計

神
社
禰
宜
　
藤
原
正
福
﹇
四
級
﹈

（
七
十
七
歳
）

十
一
月
七
日

岡
山
市
奥
市
　
岡
山
縣
護
國
神
社

名
誉
宮
司
　
橋
本
甚
一
﹇
特
級
﹈

（
九
十
九
歳
）

十
一
月
二
十
八
日

真
庭
郡
落
合
町
大
字
吉
　
八
幡
神

社
宮
司
　
杉
原
雅
隆
﹇
三
級
﹈（
六

十
六
歳
）

品 目 単位 価 格 品 目 単位 価 格 

鎮 物 
（備前焼製 紙箱付） 

1体 270円 お礼袋　中 
（1尺のお札の入るサイズ） 

100枚 2,000円 

お礼袋　小 
（神宮大麻の入るサイズ） 

100枚 1,300円 

祝詞全集 
第1巻～第5巻 

各1冊 12,000円 

平成九年度神職手帳 1部 1,000円 

水引 
中長 100本 2,450円 

水引 
8寸 100本 870円 

水引 
5寸 100本 700円 

鎮 物 
（備前焼製 木箱付） 

1体 800円 

奉 書 
（厚） 

500枚 7,000円 

奉 書 
（薄） 

500枚 4,500円 

御神号掛け軸 1幅 11,000円 

国旗セット 1組 1,000円 

お札袋　大 
（1尺2寸のお札の入るサイズ） 

100枚 2,300円 

神
社
庁
で
は
、各
種
物
品
及
び
神
道
関
係
書
籍
等
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
左
記

に
、取
扱
品
目
の
一
部
を
付
記
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

神
社
庁
取
扱
品
目
の
ご
案
内 ☆お札袋に神社名を印刷します。（1件200円）。　その他、各種物品・神道関係書籍等を取り扱っています。 
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